
     平成 27 年 8 月 9 日 主日礼拝   
     
礼拝開始：午前 11 時                聖 餐 式 

------------------------------------------------------------------- 

司    会 ： 赤塚敏郎兄  

奏    楽 ： 米田 香姉   

おいのり  ： 加藤由美子姉   

さ ん び  ： 新聖歌 251 「主イエスの御側に」 1・3・4 節 
                    （朗読：下岡晶子姉） 

ヤベツの祈り       

聖書箇所 ： ルカによる福音書 5 篇 27 節～28 節 （P.58） 

音    楽 ：  菅原 岳牧師＆米田香姉 

メッセージ ：  「 ゆるされています 」    菅原 岳牧師 

 賛美と献金 ：   明日はどんな日か 

聖 餐 式  

頌    栄  ：    たたえよ全能の神を 

祝    禱  ： 

報    告  ： 
-------------------------------------------------------------------- 

【瀬戸ニュース】 

◇ ８月３０日（日）に足立わかなさんをお迎えして 

音楽ミサがもたれます。祝福をお祈り下さい。 

◇ ９月６日(日）は「オープン礼拝 with 菅原家」です。 

菅原先生のご家族が出席される予定です。 

◇ 「祈りの課題」用紙をご記入の上 

    受け付け脇のポストにご提出下さい。牧師がお祈りいたします。 

◇ 祈祷会 木曜10 時半、土曜掃除10 時半 祈祷会 11 時15 分 

◇ 祝大 A コース  ローマ 2 章～8 章     B コース 詩篇68 篇～ 84 篇 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

ちちをかえせ  ははをかえせ  としよりをかえせ 

こどもをかえせ  わたしをかえせ   

わたしにつながる  にんげんをかえせ  

にんげんの にんげんのよのあるかぎり 

くずれぬへいわを へいわをかえせ    峠三吉原爆詩集より 

過ぎる８月６日は広島に、そして今日９日の１１時２分には長崎に原子爆弾

が落とされてから、７０年が経ちます。 

「原爆が落とされた事で終戦が早まった、被害が最少で済んだ」等という論説

がまことしやかにささやかれる事もありますが、２５万人もの民間人を殺す事に

全く正当性はありません。その思いを『原爆の子』（岩波文庫）を読み、被爆した

方々の悲しみを前にして強くしました。翻って「日本の戦争は正しかった」等とい

う論説もあります。「日本によってアジア諸国は西欧の植民地支配から抜け出

られたのだ」というようなお話です。でも、そこには『南京の子』が、『旅順の子』

が、『七三一部隊の子』、『真珠湾の子』がいるのです。歴史学的に政治的に経

済的に、もしかしたら「正しい」と呼ばれる戦争があったとしても、私は理屈抜き

で「戦争は嫌だ」「正しい戦争なんて無い！」と思うのです。たとえ徴兵されたと

しても、人を殺すために命なんか賭けたくないと思うのです。 

                                                                                        

日本を代表する伝道者・滝元明先生が８５歳で天に召されました。先生は

人々がイエス様と出会って「永遠の命を得る」リバイバルのために、命懸けで生

きて来られた方でした。「甲子園」や「東京（武道館）」リバイバルミッションだけで

はなく、地方の教会を愛し、私達の教会でも初期の時代にご奉仕して下さった

私の憧れの伝道者でした。先生は走るべき道のりを走り終えました！！ 

神はわたしたちに和解の福音をゆだねられたのである。(Ⅱｺﾘ 5:19)   

私達も滝元先生にならって、和解の務めをさせて頂きたいと祈ります。    

 「滝元先生、ありがとうございました。天国で必ず日本のリバイバルを見て頂

けるように私達も走り続けます、先生の後を追いかけて。」 

瀬戸カルバリーチャペル担任牧師  菅原 岳 

◇次聖日礼拝奉仕者 [平成27年8月16日]   [終戦70周年記念礼拝]  

[司会：深谷浩昭兄、いのり：平松友子姉、聖書朗読：持田樹理姉] 

[ピアノ：片岡立子姉 、 リード：大神 雄兄 ]   

[アシスト：武藤詩奈姉、鄭 恵真姉 ] 

 [献金：平松友子姉、大神 雄兄 ] [受付：赤塚孝子姉、] 

◇PA：平松章治兄、岡前順勝兄    ◇週報編集：片岡洋一兄 

◇ホームページ編集：大神真伸兄  ◇ジョイキッズ＆分級 (9：30) 
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